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My personal history of studies and student's research guidance on limnology

Akihiko YAGI

名古屋女子大学にて

　1967年４月研究員，1970年助手，1971年名古屋大学理学

部水質研究施設第5部門水圏代謝 （西條八束教授） 国内留学，

1975年4月講師，1981年4月助教授，1988年10月教授大学設置

審議会教員資格審査適合，1997年10月名古屋女子大学生活学

研究科マル合教授大学設置審議会教員資格審査適合。この

間に1996年5月～2003年３月まで家政学部長，2002年4月～

2003年3月まで生活学研究科長及び評議員，協議委員を歴任。

名古屋女子大学名誉教授。日本陸水学会東海支部会会長を

1998-2002年の2期4年務めた。

愛知工業大学にて

　2005年4月工学部・研究科教授，2011年特任教授，2016年

客員教授・愛知工業大学名誉教授で現在に至る。2008～2009

年には3度目の日本陸水学会東海支部会会長を務めた。愛工

大に移ってからの12年間で博士後期課程学生を5名受け入れ，
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動物プランクトン・フサカ研究で永野真理子 （東京大学吉田

丈人指導で博士号受理），二枚貝の浄化研究で川瀬基弘，メ

タン研究で大八木麻希及び鉄の存在状態研究で横山亜希子が

それぞれ博士号を取得。また，湖沼における水質変動とプ

ランクトン・付着藻類研究で，寺野ひろ実 （八木が客員教授

になったために内田臣一教授の下で2017年3月博士号修得） 

を指導して来た。一方，深見池を研究の場として，東京工

業大学中川麻悠子さんが2012年「Seasonal change in microbial 

sulfur cycling in monomictic Lake Fukami-ike, Japan」を Limnol. 

Oceanogr., 57 （4） に掲載，東工大博士号（吉田尚弘指導）を

受理し，深見池湖沼研究を国際的に広めることに貢献してい

る。

学会などにおける活動歴

　1994年「湖沼の酸化還元境界層におけるマンガンの動態―

微生物過程とその生物地球化学的意義―」の研究として名古

屋大学 （理学部、坂本充教授指導） で博士 （理学） の学位を取

得した。研究発表の主な所属学会は1967年より日本陸水学会，

その後 SIL 会員 （国際理論・応用陸水学会） となり，陸水学

を主体とする物質循環に関するテーマを研究してきた。陸水

学は研究の場を河川・湖沼・閉鎖水域 （湾や干潟） とし，化

学・物理・生物・微生物などの学問領域の立場から調査研究，

さらには，河川・湖沼・干潟の環境問題について基礎的研究

分野から水循環の調査研究を行って来た。この間の1999年に

名古屋女子大学で開催された「日本の陸水学100年記念大会」

会場設備事務局責任と実行や日本陸水学会庶務幹事 （3年任

期） を，さらに日本陸水学会東海支部の立ち上げと初代支部

会会長 （任期2年を3期） をそれぞれ務め，東海地方における

若い陸水学者の育成と発展に多少なりとも貢献できた。東海

地方は名古屋大学の菅原健博士を始め，西條八束，坂本充，

寺井久慈及び小山忠四郎の各恩師の先生方が築き上げた陸水

学が有り，これを若い人に継承してもらうことは私の役目と

考えて来た。

　環境問題委員として，水環境 （水質浄化） 関連ついて，国

土交通省，愛知県，三重県および名古屋市の委員をそれぞれ

務めた。特に，藤前干潟の委員会や堀川浄化問題を検討する

委員会，今後の名古屋市環境基準を決定する環境目標制定委

員会，さらに国際万国博覧会 （愛知2005年開催） 環境アドバ

イザー委員をそれぞれ拝命し，水質・富栄養化・水質汚染の

立場で発言して来た。特に，藤前干潟の埋め立て問題では名

古屋市環境影響評価特別委員として参加し，「藤前干潟を埋

め立てることは水質・底生微生物・底生生物の生態系への影

響は明らかである」よって、「渡り鳥にも （食物連鎖を通して）

影響は明らかである」ことを答申に明記させた。これが引き

金となって、名古屋市は埋め立てを断念した。

　水環境国際貢献としては，JICA 研修指導に携わり，南米

地域国別特設水質保全研修，「矢作川・三河湾を中心として

の環境保全」，アジア地域国別特設水質保全研修「矢作川・

三河湾を中心としての環境保全」活動の過去・現在を紹介し，

今後の水質環境問題の解決に役立つように諸外国の人々の水

環境教育に務めた。2005年に国連・持続可能な開発のための

教育10年 （日本ユネスコ協会・読売新聞，後援外務省，環境省，

文部科学省） として，名古屋市南区市立大生小学校の生徒を

対象に藤前干潟の浄化について授業を行い，将来の若者に陸

水学の大事さを伝えた。また，2009年6月19日，6月26日に愛

知県学長懇談会主催の環境大学では「中部国際空港島周辺海

域の水質・底質・海流」と題して一般社会人を対象に講義を

行った。水にかかわる研究活動と各種公的委員就任は，1967

年日本陸水学会会員になって以後の記録を，以下の表にまと

めた。

表　水に関わる研究活動 ･各種公的委員会

年　 水に関わる研究活動 ･各種公的委員会

1967- 日本陸水学会会員　現在に至る

1974- SIL 会員（国際理論・応用陸水学会）　現在に至る

1979- American Society of Limnology and Oceanography 会員

（アメリカ海洋・陸水学会）　現在に至る

1982- 日本水環境学会会員　2004年より中部支部理事　

現在に至る

1988-2015 日本環境科学会会員

1991-2015 環境技術研究会会員

1996- International Association on Water Quality 会員（国際

水質学会）　現在に至る

1997-1999 日本陸水学会庶務幹事

2006- 日本土木学会会員　現在に至る

1999- 日本陸水学会東海支部会員　現在に至る

1998-2002，
2008-2009 日本陸水学会東海支部会長

各種公的委員会など

1979-1981 愛知県水質審議会富栄養部会富栄養化防止技術研究

会委員（西條先生と）

1980-1984 建設省矢作川河口堰河川水域予察検討委員

（廣正義， 佐藤正孝， 藤井冨美子先生と）

1992-1997 河川環境保全モニター（建設省中部地方建設局）

1995-1998 名古屋市環境影響評価審査特別委員（藤前干潟，水質）

1997-2006 2005年日本博覧会協会環境アドバイザー委員　

1998-2001 そーはい21河川懇談会委員，名古屋市

1998-1999 名古屋市環境影響評価技術検討委員会委員

2001-2005 名古屋市清流ルネッサンス2堀川水改善協議会委員

2003-2005 名古屋市環境目標値水質部会専門委員

2004～現在 愛知県河川整備計画流域委員会委員

62

八木明彦

Ⓒ2018　日本陸水学会東海支部会



研究内容

　水域の物質循環をテーマとして，以下のような研究を行っ

て来た。

　河川研究：生物学的水質汚濁判定をテーマとし，pH，

BOD，COD，SS，大腸菌群，重金属元素を中心として測定し、

主として東海地方河川の環境基準作成をした。木曽川・長良

川・揖斐川・庄内川・矢作川・豊川・名古屋市内河川・宮川

等の本流や各支流の水質化学分析・一次生産量の測定を行い

河川の浄化作用を求めた。また。昼夜観測による溶存酸素の

日変動の観測から河川の浄化能力なども調査研究した。さら

に，スキー場の人工雪には硫酸アンモニアが雪面硬化剤に使

用されているので，この影響が清流な上流河川に影響がない

かを長良川上流で調査研究し年間の窒素源の約70% である

ことを突き止め，村上哲生博士の共著者として応用生態工学 

（2003） に発表した。

　ダム湖研究：ダム湖物質循環として水質と動植物プランク

トンなどとの関連をテーマに観測した。秋神ダム，矢作川に

連なる5つのダム湖について，植物プランクトンの現存量や

一次生産量の違いを求めた。特に、矢作川付着藻類の光合成

曲線測定から，場所の明瞭な違いがあることも突き止め名古

屋女子大学紀要29，31，35号にそれぞれ発表した。

　湖沼研究：湖沼における水圏代謝・物質循環をテーマに観

測・研究した。

　長野県下伊那郡阿南町に位置する天然湖深見池を研究の場

とし，化学物質と微生物の役割を研究。湖沼におけるマン

ガンの分布と循環は化学的過程と共に，多種の微生物過程

によって大きく支配される。春から秋にかけて安定的な水温

成層と化学成層が発達し，表水層には酸素が十分あるのに

対し，深水層が著しく還元的環境を呈し，その境界は酸素と

硫化水素がわずかに共存する酸化還元境界層が生じる。この

層に懸濁態マンガンの集積があり，この集積付近で，溶存態

有機物 （DOC） の減少を発見した。DOC 消費量を詳細に検討

した結果，1） マンガン還元菌，2） 紅色非イオウ細菌，3） 純

化学的マンガン消費作用，4） マンガン酸化菌，5） 他の従属

栄養細菌であることを突き止め，その量的割合を実験と現

場法で求めた。これらの論文は日本陸水学会誌 （1983, 1986, 

1986, 1988, 1990, 1999），Archiv fur Hydorobioloie （1991），国

際理論応用陸水・海洋学会 （2000），Water Research （1996）

にそれぞれ発表した。このマンガンと微生物過程について

は Environmental Chemistry of Lakes and Reservoirs （Lawrence 

A. Bader; Advances in Chemistry Series 237, 1994） や Limnology 

Third Edition （Robert G. Wetzel: Academic Press, 2001），その他

の専門誌に引用された。特に，Wetzel は陸水学・環境学の世

界第一の権威者で，図１ページと本文3ページにわたり引用

されている。また，論文「湖沼の酸化還元境界層としての化

学躍層におけるマンガンの特徴」 （水処理技術，38 （4） : 1-13，

1997），用水と廃水，39 （9） : 1997にその年の国内文献抄録―

原著者による重要文献抄録―として取り上げられ，その論文

要旨が掲載された。

　地球温暖化ガスであるメタンと亜酸化窒素について深見池

で観測研究を行なって，メタンは嫌気条件下の深水層・底

泥はもちろんであるが，淡水湖としては世界で始めて酸素

のある表層水中でもメタンが生成することを見いだし，実験

的にも確認し，国際河川湖沼シンポジウム （Proceeding of 11th 

International symposium on River and Lake environments） の論文集

として Research and Education Center for Inland water Environment 

Shinshu University （2004） で2論文発表した。

　マンガンを中心とした微生物課程について，2010年に「深

見池の酸化還元境界層を中心とした微生物学的マンガン循

環」として，陸の水，43: 51-60に掲載された。日変動の観

測から非常に短時間の間に硝酸→亜硝酸→亜酸化窒素の脱

窒素反応が生じていることやメタンが夜に酸素のある表層

中に増加することを見いだし，動物プランクトンの鉛直移

動が関与しているとし，The First Korea-Japan Joint Limnology 

Symposium （韓国，釜山） で2編発表し，Korea Limnology（2005） 

に掲載された。なお，この論文共著発表者の大八木（旧姓梅

村）麻希は学生の部で最高優秀賞を獲得している。一方、水

深のある井戸水や湧水にしばしば見られる赤土と赤水につい

て，鉄バクテリアが関与し，この鉄バクテリアを3種類同定

し，かつ，従属栄養細菌であるために井戸の水中においても、

深見池で発見されたと同様の溶存有機態有機物 （DOC） を消

費しながら鉄を酸化していることを明らかにし，陸水学雑誌

（2002） で発表した。

　日本最大の湿原尾瀬ヶ原での研究は，4度の観測に恵まれ

た、地塘底泥コアーに関しては，1984年に Second Scientific 

Research of the Ozegahra-Moor, Ozegahara, Scientific Researches 

of the Highmoor in Central Japan, pp75-90, Editor H. Hara で報告

した。一方、初春の融雪時に雪の表面が赤褐色化する現象（通

称；アカシボ） が認められ，この原因とメカニズムは多くの

仮説があったが，決め手は無く謎であった。そこで，鉄分を

多く含む地下水・湧水、更には、愛工大周辺湿地や側溝でも

その存在が確認されており，水中に溶解する鉄 （無色） を酸

化し，酸化鉄 （赤褐色） として菌体内外に蓄積する能力を有

する一群の鉄細菌の働きを研究した。室内実験でアカシボ試

料を20℃，4℃，0℃で培養し，溶存態鉄の減少に伴い懸濁態

鉄の増加，溶存性有機物の減少，細菌数増加の経日変化が認

められた。鉄の形態変化や菌体数変化により，雪や融雪中の

低温環境下で鉄酸化細菌は強い酸化力を有してアカシボ現象

の要因の重要な要素であることを発見し，「尾瀬ヶ原に現れ

るアカシボと鉄・マンガン酸化細菌」として，低温科学（2012）

に発表した。最近では矢作川研究所の内田朝子・白金晶子の

両所員と河川河床石の黒色化やため池の浄化作用について、

共同で研究する機会を持っている。
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伊勢湾・三河湾及び藤前干潟の研究

　三河湾・伊勢湾において1970年代に富栄養化問題が持ち上

がり、西條研究室の一員として、富栄養化・一次生産・分解

をテーマに観測・研究を行った。

三河湾

　三河湾内3定点 （3層：表・中・底層） を1977～1980年の4年

間、2週間間隔で，西條八束先生指導の下，愛知県水産試験

場の協力を得て，赤潮発生状況と塩分，水温、風力，日射時

間，窒素及びリンの関係を観測した。結果については、地元

漁師の言い伝え「赤潮は雨が降った後，日照りが3から4日続

き，風がやんだ日に突然発生する」にほぼ沿って，クロロフィ

ル a が高い値を示した。一方，リン・窒素はリンよりも窒素

が大きく寄与していることが解った。更に，この膨大なデー

ターを用いて，東大海洋研究所院生岸道朗さんが「非線形同

定 GMDH を用いてのクロロフィル a の推移予測」研究から，

観測結果と予測は非常に良く一致し，J. Oceanogr. Soc. Japan, 

1983, に発表した （岸さんの学位論文となった：現在北海道

大学教授で日本海洋学会編集委員長を務め，活躍中）。

伊勢湾内中部国際空港島周辺海域

　中部国際空港島建設に伴う周辺海域の環境悪化調査を日間

賀島漁民から要請と協力の下で行い，中部国際空港島周辺海

域調査研究会 （故西条八束・寺井久慈・永野真理子・鮎川和

泰・八木明彦・梅村麻希・加藤義久・川瀬基弘・佐々木克之・

故松川康夫） を立ち上げ，代表として活動をした。周辺海域・

海底での悪化を明らかにし，知多半島内漁協組合へ報告書と

日本海洋学会の「海の研究、17 （4）: 281-295，2008」とし

て発表した。この一連の調査研究では競争的資金・助成金と

して，

　・空港島建設に伴う環境変化の機構解明，2011，信託大成

建設自然・歴史環境基金。

　・漁民との共同による中部国際空港島海域環境調査と市

民・漁業組合への啓発活動，2010，日本海洋学会「青い海」

助成事業。

　・中部国際空港島建設が周辺海域の環境・生態系に及ぼし

た影響－水質・底質・底生動物を中心に－，2007，住友

財団環境研究助成。

をそれぞれ代表として獲得した。

　また，2005年 COP10 開催では，研究会メンバーが「巨大

建設に伴う海域の底泥と海流変動に関しての漁民への啓発」

と題して1ブースを設け参加した。

藤前干潟

　干潟の持つ浄化能力を求めるために ､藤前干潟底泥間隙水

中の栄養塩類・溶存有機態炭素 （DOC） について、干上がる

ことによる効果・特徴を観測し，微生物・二枚貝などによる

影響を研究した。

　藤前干潟調査のきっかけは1994年に，寺井久慈先生から「干

潟の研究をこれからやってみたら」の一言であった。藤前干

潟は一見底泥が黒色で，ベントスなどの生物棲息がないよう

に見えるが，実際は干上がることにより，底泥中間隙水中で

は河川から運び込まれた有機物 （炭素・窒素など） が好気性

従属栄養細菌や硝化細菌・脱窒素細菌などにより，分解を受

け非常に浄化能力があることを見いだした。さらに，底泥付

着藻類による単位面積当たりの一次生産量は海水の約4倍も

高く寄与も大きいことが解った。一連の研究成果は日本陸水

学会誌 （1996） 57 （1） :81-83, 83-84にそれぞれ寺井久慈先生・

岡一郎南山高校教諭らと共に，更に，水処理技術2001年の42

巻に4編および国際陸水学会 （Verh. Internat. Verein. Limnol.） 

2001年に，それぞれ発表した。また川瀬基弘さんを中心とし

て「淡水産二枚貝の水質浄化」を室内実験で具体的数値を求

め，漁師等に広まっていた「貝は水を綺麗にする」を始めて

証明出来た。用水と廃水 （2009） や藤前干潟の底泥・海水に

おける炭素・窒素の除去－潮溜まり・底泥間隙水・二枚貝を

中心として－」を陸の水 （2014） にそれぞれ発表した。競争

的助成金としては，2008年「藤前干潟の潮だまり・底泥を介

しての環境修復への取り組み : 藤前干潟の潮だまり・底泥間

隙水における浄化機能 （代表），H20日比科学技術振興財団」

の助成を受けた。

応用研究

　基礎研究の応用例としては，深見池で採集した光合成非イ

オウ細菌を用いた生活廃水処理への利用を研究した。光合成

非イオウ細菌は嫌気性の従属栄養細菌なので，酸素が非常に

少ない下水で活発に有機物を分解・増殖する性質を利用した

ものであり，廃水90% 分解が確認されたので，水処理技術

（2003） で発表した。

　愛・地球博記念講演モリコロパークの南部樹林地の水源体

験と学び （あそび） の空間作りについて，2010年10月，新し

い公共支援事業「新しい公共の場づくりのためのモデル事業

（県対象），特定非営利活動法人長久手公共施設協力会・建設

部公園緑地課・八木明彦・武田美恵・内田臣一 （愛工大） の

共同研究として参加した。以下に，教育・研究業績を河川，

ダム湖，干潟、湖沼，国際学会発表などとして記載した「文

献目録一覧」を示す。
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干潟内の一次生産と栄養塩の挙動，日本陸水学会誌，57 （1）：

81-83.

2）寺井久慈，八木明彦（1996）：Ｃの挙動と底泥の干潟間隙
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間隙水中の無機態窒素と各態鉄・マンガンの挙動，水処理
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まり・底泥間隙水・二枚貝を中心として―，陸の水，64：

1-9.

12）寺野ひろ実、登めぐみ、大八木麻希、田中正明、八木明

彦（2017）：底泥間隙水中の溶存態窒素および DOC の変動

と底生藻類からみた藤前干潟の浄化能力の推定、なごやの

生物多様性、第4巻、

報告書

1）八木明彦・梅村麻希・川瀬基弘（2009）：藤前干潟の潮だ

まり・底泥を介しての環境修復への取り組み - 藤前干潟の

潮だまり・底泥間隙水における浄化機能 - pp61-82，生活環

境向上のための研究報告書，2008年度日比科学技術振興財

団，11：p207.

紀要

１）八木明彦・鈴木洋子・坂崎京子・練木和美（1999）：藤

前干潟の干潮と満潮時における海水・間隙水の塩素イオ
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